
事業所では年2回の防災訓練を実施
している。コロナの影響で地域の
方への参加、地域の訓練に参加な
どは難しかった。今後はそのよう
な活動も行っていく。

地域の方たちと一緒に防災や災害
対策に取り組み機会を持つ

特になし

コロナが落ち着いて地域活動がで
きる様になったら何ができるのか
を計画する。

なじみのお店への買い物、お花見
などの季節の行事、お墓参りなど
個別の対応を実行していく。

地域のスーパーやお墓参り、お花見、散
歩などコロナかでも可能な範囲で地域に
出向く活動は行った。本来は1人1人のな
じみのスーパーや公園などに出向いて行
けると良いと考えている。

お墓参りができるのは素敵な活動
だと思います。今後も利用者一人
一人に合わせた活動を取り入れて
いってください。

利用者一人一人の生活歴や地域で
の役割などを把握し小多機の活動
に生かす。

利用が決まったらフェースシートを作成
し、最低限の情報は職員に伝えている。
事前に話し合いの場を持ち参加できる職
員で情報を共有する。毎日短いミーティ
ング時間を作り、課題などを話し合う場
を作っている。

新規利用者の情報把握はとても大
切。今後もきちんと把握できるよ
うな体制を作っていけると良いと
思います。

現在の利用者本人だけではなく、
介護が必要になる前の生活歴、家
族背景なども、徐々に把握し、地
域密着事業ならではの関わりがで
きる様にしていく。

開設間もなくで清潔が維持されて
いる。今後も設備の清潔を心がけ
るとともに、入りやすい環境を整
え、地域の方に開けた事業所とな
るようにしていく。

地域の小学校の子供110番の家として登
録。実際利用に至ったことはないが地域
に開けた事業所を目指していく。コロナ
かが落ち着けば、地域の人が気軽に来れ
るような事業所にする。

特になし

小多機内部では破損個所、汚れな
どが目立つこともある。その都度
対処していく。

昨年同様コロナ禍の為地域とのかかわり
は持つ事ができなかった。

Ｃ. 事業所と地域の
　　かかわり

Ｄ. 地域に出向いて
　　本人の暮らしを
　　支える取組み

Ｅ. 運営推進会議を
　　活かした取組み

Ｆ. 事業所の
　　防災・災害対策

利用者が増え職員間での情報共有
が難しいこともある。その都度工
夫し情報共有を行い、全職員が同
じ方向で介助ができるようにして
いく。

コロナの影響で思うようにかかわ
りが持てなった。今後は事業での
行事に地域の方を招いたり地域の
行事に参加させてもらうなどのか
かわりを持って行く

コロナの影響で対面での運営推進
会議は1度しか行えなかったが、有
意義な意見を頂くことができた。
来年は対面で難しくてもZOOMなど
を利用し直接話ができる運営推進
会議を行う。

Ａ. 事業所自己評価の
　　確認

Ｂ. 事業所の
　　しつらえ・環境

運営推進会議の運営状況報告書に、実際
利用している方の通い、泊り、訪問の利
用形態を掲載し説明することで、小多機
の利用方法を具体的に理解してもらう機
会を作ることができた。運営推進会議の
開催時には必ず掲載している。

前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画

1人 人 4人1人 人

項目 前回の改善計画

近隣事業所 事業所職員 その他 合計

人 人 人 2人

法人・
事業所
の特徴

介護度や医療依存度が高くても自宅で生活したいと思っている人
や家族の思いを理解し寄り添い小規模らしい介護を行っていく

出席者
市町村職員

人

知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援センター
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